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豊かな感性・知性を
土台とする人間形成

　松本　絵美子　

　国立音楽大学附属小学校は、一人ひとりの考えや答えを出すまでのプロセス
を大切にしています。また、小学生の時期に非認知能力を育成することが大変
重要であると考え、本物に触れる体験学習を積極的に取り入れています。
　さらには、音大附属小学校としての強みを生かした多彩な音楽カリキュラム
により、表現力、創造力、技能、協調性、根気強さなどを育んでいます。

上級学校に
進むには

（１）日常の学習状況や生活の様子、音楽的能力を勘案し、
附属小学校の推薦により附属中学校へ進学できます。附属中
学校には「演奏創作コース」「総合表現コース」があります。
（２）附属中学校では、事前に本校全学年の保護者向け説明
会を実施しています。

●音楽に関わる学習（音楽、器楽、リトミック、コーラス）を豊富に取り入れ、豊
かな情操を育成します。
●入学時から歌やゲームを通して、耳から覚える英語教育を実践します。
●全学年少人数教育をすすめ、基礎的な学習を徹底します。
●自然体験を豊富に取り入れた学校行事を推進します。

●本校は音楽活動や造形活動など芸術活動を情操教育の中心に据えて、豊
かな感性を育むとともに、基礎・基本の学習に力点を置いて全人教育を目指してい
ます。平成 19年度からは全学年少人数学級を編制し、基礎的な学習にじっくり取
り組んでいます。
　宿泊行事では、「防災泊」「森の学校」「星の学校」「夏の学校」「山の学校」「冬の
学校」の宿泊の内容を工夫・改善して、人と人との関わりの中で、実り多きものを
獲得し、「生きる力」を身に付けていきます。

　理科、英語、音楽、造形等、独自の教科カリキュラムを編成して学力向上に努め
ています。
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